6-4 北陸支部

1. 会員状況

平成18年度初　67社

平成18年度末　66社　入会4社　退会5社

2. 役員改選

　　役員の任期は、２年としており今年度は、
　　非改選年度である。

3. 総会

定例総会は、年1回開催し、事業報告、
収入支出決算報告、監査報告、度事業計画、
収入支出予算を審議し承認した。
4. 主な事業

(1) 災害復旧関係

・災害時における北陸地方整備局所管施設の
　　災害復旧応急対策業に関する協定を
北陸地方整備局長

（社）建設コンサルタンツ協会北陸支部長

（社）全国地質調査業協会連合会北陸地方

地質調査業協会理事長

（社）全国測量設計業協会連合会北陸地区

協議会会長
　　　４者連盟による協定締結をした。
・平成19年3月25日発生した、能登半島

沖で発生した地震の災害復旧で上記協定に

基づく出動要請があり対応した。
(2) 次代を担う子ども達に、国民の共有財産

としての公共事業について、中学校へ出向

き出前講演会を継続実施した。

(3) 発注者における、技術職員の教育訓練の

研修会・講習会への講師の派遣。

(4) 会員各社の技術者の技術の習得を目的に、

道路・河川の施工中の現場見学会及び各種

講習会、研修会、勉強会を実施。

なお、開催した上記事業はＣＰＤ認定プロ
グラムとした。

(5) 会員各社の受注状況調査を継続実施。

(6) 会誌「雪の音」を3ヶ月に1回発行

5. 具体的な活動

(1) 社会貢献活動

　町内美化（清掃）1回、植栽2回
(2) 現場見学会

　・道路＝改良・高架橋
　・河川＝護岸・堤防・水門・海岸
(3) 講習会・講演会・研修会・勉強会
・温暖化による水環境の変化と影響に関する
　講演会
・ＩＴＳと社会資本整備に関する講習会
・合成床版の品質管理と維持管理に関する勉

強会
・CALS講習会
・土木遺産に関する講演会
・技術に関する勉強会
・独占禁止法の遵守に関する講習会　4回

(主催2回、共催2回)
(4) 意見交換会

・北陸地方整備局　2回

(本局1回、事務所1回)
・新潟県1回

・富山県3回

(5) 講師派遣

・新潟県　1回
・富山県　1回
・富山市　6回
・（財）新潟県建設技術センター　3回
(6) 会員の受注状況調査

　　　四半期毎に調査依頼・収集して、その結

果を会誌「雪の音」に発表。この作業は、

昭和48年度から継続中。
(7) 会誌「雪の音」の発行

　　年度間４回発行１回の部数1,200部
（平成19年2月発行で通刊第94号）
(8) 中学生のための出前講演会

　　　場所　富山県南砺市立城端中学校

　　　内容　魅力的キャリアへの第一歩
　　　講師　外部講師

(9) 北陸地方整備局長からの能登半島地震による出動要請で北陸支部会員会社 ５社　９班　

３２人が出動

6. 今後は、地域社会との関わりを深めたい
　　公益法人として、地域に貢献する事業や次代を担う子供達への情報発信を積極的、かつ、確実に実施し、その成果を積み重ねて地域住民とのコミュニケーションをより深めて行きたい。

